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ＲＩ－２１５Ａシリーズでは次の６タイプを用意しています。 

 

型 式 出力信号 検知範囲 

ＲＩ－２１５Ａ 

4-20mA 

0 ～ 2000ppm 

0 ～ 5000ppm 

0 ～ 9990ppm 

0-10V 

0 ～ 2000ppm 

0 ～ 5000ppm 

0 ～ 9990ppm 

 

タイプ別型式の表示 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

シリーズ型式 

検知範囲 

 2000 ：0 ～  2000ppm 

 5000 ：0 ～  5000ppm 

 9990 ：0 ～ 10000ppm 

外部出力 

Ａ：4-20mA 

Ｖ：0-10V 

ＲＩ－２１５Ａ（ＴＹＰＥ－２０００－Ａ） 









 6

 換気制御出力（外部出力，リレー出力）を利用し、空調制御される場合、次のような場所は炭酸ガスが多く

排出されますから、本器の設置は避けて下さい。 

・ 人の呼気のかかりやすい床上 1.8m 以下の位置 

（参考：人間の呼吸による平均的 CO2 濃度は、約 4%=40000ppm） 

・ 燃焼器具の排気口の近く 

・ 自動車の排気ガスがかかる場所 

 壁面取付の際、取付ダクトは、しっかりとシールして下さい。本体裏面（壁面）の開口部より、壁と壁の間

の炭酸ガスが入ったり、冷気・熱気・湿気の影響を受け、正確なモニタが行えません。 

 壁面は平らな垂直面として下さい。取り付ける際、壁面に歪みがあるとしっかり取り付かないことがあり

ます。 

 

２－３ 据え付け方法 

 次の手順で本器を取り付けて下さい。 

① センサ部（上蓋ケースと基板部）からベース部を取り外します。

取り外しは、先ず校正ガス導入口のゴムキャップを外します。

次に本体上部中央のつめを外して、行います。 
 
 
 

 

上部中央のつめを外す時は、丸型穴の方を

ドライバー等で押すと簡単です。 

＊ 注 記 
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配線、結線作業は電源を切った状態で行ってください。感電することがあります。 
指定の電源電圧でご使用下さい。 

 
 

結線は内線規定、電気設備技術基準に従ってください。 

警 告 ！ 

注 意 ！ 
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４－３ 接点動作点の確認と設定方法 

 0 ～ 2000ppm／0 ～ 5000ppm／0 ～ 10000ppm 仕様のいずれの機種も 50ppm ～ フルスケース値

の範囲で接点動作点の設定が出来ます。尚、工場出荷時には 1000ppm に設定してあります。 

項 目 操 作 ＬＣＤ表示 内 容 

接点動作点の 

確認 

 

① △スイッチを押す。 

 

② △スイッチを離す。 

７８８ 

１０ ００ 

 

７８８ 

測定濃度値表示。 

接点動作点確認モード、コロンが点滅する。 

（1000ppm 設定の意味） 

測定濃度値表示に戻る。 

接点動作点の 

変更 

① △スイッチを押す。 

 

② △スイッチを３秒押し続ける。 

③ △または▽スイッチを押して、 

  表示を設定値に合わせる。 

④ ＳＥＴスイッチを３秒押す。 

１０ ００  

 

１０ ００ 

００ 

 

９９０  

接点動作点確認モード、コロンが点滅する。 

接点動作点変更モード。 

設定点、コロン交互に点滅。 

1200ppm に設定した場合、上記の設定点

を確定。 

測定濃度値表示に戻る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

変更を取り消したい場合は、確定前にＭＯＤＥスイッチを押すと初期状態に戻ります。 

【設定値の参考】 

・ 人間のいない通常環境において、ＣＯ２濃度は大気中（空気中）に 300 ～ 400ppm とされています。 

・ 「建築物に於ける衛生環境の確保に関する法律（郵政省）」及び「事務所衛生管理基準規則（労働省）」で

は、共に室内に於けるＣＯ２濃度の基準値を 1000ppm 以下としています。 

＊ 注 記 
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４－４ 外部出力信号について 

 本器の濃度表示と出力信号の関係は、下図の通りです。 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 フルスケールオーバー時、ＬＣＤ表示はППППとなり、出力信号は、電流信号の場合は 20 ～ 22mA 

（最大 22mA 固定）、電圧信号の場合は 10 ～ 11V（最大 11V 固定）となります。 

ＬＣＤ表示値 

11V 22mA 

10V 20mA 

 

 

 

 0V  4mA 

電
流
出
力 

電
圧
出
力 

0ppm 
2000ppm 
5000ppm 
9990ppm 

ПППП 
スケールオーバー 

トラブル 
警 告 

☆トラブル時には外部出力がオーバー 
レンジ以上（4-20ｍA：約 22mA,0-10V： 
約 11V）になり、警報接点が閉（ON）に 
なりますので、接点使用時にはご注意下さい。 





 15 

５－２ ガス校正 

(1) 指示の確認及び校正時は、30 分以上の暖機運転を行います。連続運転中のものは、そのまま次工程へ進んで

下さい。 

(2) 本体下部の校正ガス導入口のゴムキャップを外し、センサ部のニップルに別売りの校正キットを取り付け、 

校正ガスを流します。以下の手順に従ってガス校正を行います。 

 

項 目 操 作 ＬＣＤ表示 内 容 

ガス校正 

① スパンガスを流す。指示安定後、ＳＥＴスイッチ 
  を３秒押し続ける。 
② ＳＥＴスイッチを３秒押し続けると現在の指示値 
  が点滅する。 
③ △または▽スイッチを押して、表示を設定値に合 
  わせる。 
④ ＳＥＴスイッチを押す。 

Ｃ Ａ Ｌ. 
 
９ ０ ８ 
 
９ ９ ０ 
 
９ ９ ０ 

ガス校正モード表示 
 
濃度値が点滅 
 
 
 
確定 

 
・ 現場で指示値の確認・校正を行う場合、別売部品の「校正キット」が必要です。 

校正キットの購入は弊社サービス部門にご依頼下さい。 

・ ガス校正を実施したにもかかわらず十分な精度が得られていないと判明した場合、弊社サービス部門にお問

い合わせ下さい。 
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ガス校正時は、直接本体に呼気をかけないで下さい。正確に校正出来ないことがあります。 

 

ゴムキャップ及び校正キットのチューブを検知部のニップルに脱着する際は、丁寧に行っ

て下さい。 
検知部に過度のストレスが加わりますと精度・性能等に影響することがあります。 

警 告 ！ 

＊ 注 記 
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５－４ 保管又は長期間使用しない時の処置 

 下記に示す条件で保管して下さい。 

製品を収納してあった梱包箱がある場合は、梱包箱に入れて保管して下さい。梱包箱がない場合は、ビニール袋に

入れて保管して下さい。 

 

温 度 ：   5 ～ 35℃ 

湿 度 ： 30 ～ 80%RH 

環 境 ： ガス，溶剤蒸気の発生しない環境 

 

 梱包箱、ビニール袋に入れて、日の当たらない室内環境であれば、この条件を満たせます。 

尚、長期保管後、再使用する場合は 30 分以上の通電（暖機運転）の後、ガス校正（５－２ ガス校正の項を参照）

を行ってからご使用下さい。 
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使 用 温 度 範 囲   0 ～ +40℃ 

使 用 湿 度 範 囲 10 ～ 90%RH 以下（結露無きこと） 

配 線 接 続 

ＡＷＧ22 リード線 30cm、６本 

供給電源（赤）（赤） 

出力信号〔黄（＋）〕〔青（－）〕 

警報出力（白）（白） 

供 給 電 源 AC24V±10% 50/60Hz 又は DC24V±10% 

消 費 電 力 最大 4VA 

外 形 寸 法 78(H)×78(W)×31(D)mm 

質 量 約 200g 

ケ ー ス 色 マンセル 2.5Y9/2 

 

９－２ 付属品 

① 標準付属品 

・取扱説明書 

② 別売部品 

・校正キット（構成品：ＣＯ2 ガス缶、フローモニタ付レギュレータ、調整板） 

・ヒューズ（仕様：φ5.2×20 0.5A 125V 普通溶断形） 





 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


